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 信
州
善
光
寺
近
辺
の
算
額
見
学(

四) 
 九

、
坂
木
宿
と
和
算 

九
月
七
日
に
木
島
平
村
の
算
額
を
見
学
し
て
か

ら
、
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

上
信
越
自
動
車
道
を
利
用
し
更
埴
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
左
に
と

っ
て
帰
途
方
向
の
高
崎
方
面
に
向
か
い
、
坂
城
Ｉ
Ｃ

で
降
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
程
な
い
所
に
ふ
る
さ
と

歴
史
館
は
あ
り
ま
し
た
。
坂
木
宿
は
江
戸
と
北
陸
を

結
ぶ
北
国
街
道
の
宿
場
で
、
街
道
随
一
の
規
模
を
誇

っ
た
と
い
い
ま
す
。
参
勤
交
代
で
は
加
賀
百
万
石
の

前
田
家
は
毎
年
数
千
人
の
家
臣
が
坂
木
宿
に
宿
泊
し

た
と
い
い
ま
す
。
江
戸
や
北
陸
か
ら
の
人
や
物
・
情

報
が
行
き
交
う
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
文
化
の
発

達
も
あ
り
ま
し
た
。
和
算
も
そ
の
中
の
一
つ
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。 

ふ
る
さ
と
歴
史
館
は
昭
和
四
年
建
築
の
木
造
三

階
建
の
立
派
な
日
本
家
屋
で
、
坂
城
町
が
こ
の
建
物

を
買
い
取
っ
た
時
の
裏
話
も
館
に
い
た
女
性
か
ら
聞

き
ま
し
た
。 

二
階
の
二
部
屋
が
ぶ
ち
抜
き
で
和
算
の
展
示
が

あ
り
ま
し
た
。
可
成
り
詳
し
い
パ
ネ
ル
展
示
と
史
料

の
展
示
、
そ
れ
に
複
製
算
額
な
ど
で
す
。
特
に
算
額

の
下
書
き
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
は
驚
き
で
し
た
。

た
だ
、
持
ち
帰
ら
れ
る
よ
う
な
解
説
資
料
が
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
し
た
。 

 

坂
城
の
本
格
的
な
和
算
は
、
遊
歴
算
家
法
道
寺
善

(

和
十
郎)

に

学
ん
だ
市
川

佐
五
左
衛
門

信
仁(
一
八
二

八
～
八
六)
、
菱

田
与
左
衛
門

真
明(

一
八
三

五
～
八
八)

、
富

岡
儀
忠
太
安

慶(

一
八
四
四

～
一
九
〇
七)

に
よ
る
と
い

い
ま
す
。
彼

ら
は
北
向
観

音
堂
（
上
田

市
）
や
諏
訪

宮
（
坂
城
神

社
）等
に
高
度
な
内
容
の
算
額
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。 

  
 

十
、
天
幕
社
の
算
額 

 

慶
応
元
年
に
天
幕
社
に
奉
納
さ
れ
た
算
額
は
、
長

野
県
内
で
最
も
高
度
の
難
問
と
言
わ
れ
、
ま
さ
に
法

道
寺
の
門
人
に
相
応
し
い
内
容
と
解
説
に
あ
り
ま
す
。 

天
幕
社
は
個
人
の
家
の
屋
敷
神
の
よ
う
で
す
。
掲

額
者
は
前
記
の
市
川
佐
五
左
衛
門
と
菱
田
与
左
衛
門

で
す
。
人
物
像
は
次
の
よ
う
で
す
。 

佐
五
左
衛
門
の
家
は
「
京
屋
」
と
い
う
旅
籠
屋
を

営
ん
で
い
て
、
村
の
指
導
的
立
場
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
土
地
の
測
量
や
境
界
問
題
解
決
の
た
め
に
も

数
学
へ
の
関
心
が
深
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
養
蚕
業

を
広
く
行
っ
て
い
て
横
浜
に
出
向
く
こ
と
が
多
く
、

そ
こ
で
法
導
寺
と
親
交
を
も
ち
、和
算
に
傾
倒
し
た
。 

安
政
二
年
に
関
流
の
見
題
免
許
を
う
け
、
門
弟
は
三

十
余
名
、
数
多
く
の
和
算
書
を
残
し
た
。
明
治
九
年

の
横
吹
新
道
築
造
に
際
し
て
は
頭
取
と
な
っ
て
力
を

つ
く
す
。
和
算
以
外
に
も
佐
久
間
象
山
と
の
交
流
や

華
道
、
謡
曲
な
ど
に
も
造
詣
が
深
く
才
能
豊
か
な
人

物
だ
っ
た
。 

与
左
衛
門
は
佐
五
左
衛
門
と
親
交
が
あ
り
、
そ
の

た
め
市
川
家
に
滞
在
し
て
い
た
法
道
寺
に
学
ん
だ
。

研
究
心
旺
盛
で
、
三
日
く
ら
い
は
寝
食
を
忘
れ
て
和

算
の
解
題
に
没
頭
し
た
り
、
坂
城
神
社
大
鳥
居
前
の

大
杉
の
高
さ
を
算
出
し
、
実
際
に
木
に
登
っ
て
実
測

す
る
こ
と
で
そ
の
計
算
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
測
量
の
力
も
駆
使
し
、
横
吹
新
道
の

開
削
に
も
尽
力
し
た
。 
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こ
の
算
額
に
は
四
問
あ
り
ま
す
が
、
用
語
の
難
し

さ
も
あ
り
ま
す
が
、
内
容
そ
の
も
の
も
難
問
で
す
。

文
献
に
依
っ
て
題
意
の
み
述
べ
ま
す
。 

 

一
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
矮
立

わ
い
り
つ

円
（
楕
円
を
短
軸

の
ま
わ
り
に
回
転
し
て
で
き
る
回
転
体
）
と
穿
去
円

（
貫
通
す
る
円
柱
）
が
あ
り
、
穿
去
円
の
底
面
に
垂

直
な
中
心
線
と
矮
立
円
の
短
軸
を
通
る
中
心
線
が
平

行
の
と
き
、
交
周
（
あ
る
立
体
の
表
面
と
そ
の
貫
通

体
の
表
面
の
交
わ
る
部
分
の
曲
線
の
長
さ
）を
長
径
、

短
径
、
去
径
、
頂
矢
で
示
せ
、
と
い
う
も
の
。 

交
周
は
楕
円
に
な
り
、
そ
の
短
径
を
去
径
と
い
う

よ
う
で
す
。

頂
矢
は
長

軸
上
の
端

点
か
ら
穿

去
円
ま
で

の
長
さ
の

よ
う
で
す

が
、
自
信

が
あ
り
ま

せ
ん
。
求

め
る
交
周

は
楕
円
積

分
に
な
る

と
の
こ
と

で
す
。 

 

 

 

二
問
目
は
、
図
の
よ
う
な
鈎
円
錐
（
円
錐
を
釣
針

形
に
変
形
し
た
立
体
）
が
あ
る
。
こ
の
立
体
を
底
面

Ａ
の
直
径
上
の
点
Ｔ
で
つ
り
下
げ
、
面
Ａ
を
水
平
に

保
ち
た
い
。
こ
の
時
、
錐
径
（
底
面
の
直
径
）
と
錐

高
（
AB
）
と
規
円
径
（
円
Ｏオ

ー

の
直
径
）
で
、
中
心
矢

（
MT
）
を
求
め
よ
、
と
い
う
も
の
。 

 

難
し

過
ぎ

る
問

題
で

す
。 
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な
お
、
鈎
円
錐
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
と
あ

り
ま
す
。
①
図１
の
円
錐
の
高
さ
AB
は
図２
の
弧
AB
に

対
応
し
長
さ
は

等
し
い
。
ま
た

点
A
、
E
、

B
は
円
Ｏ
の

周
上
の
点
で
あ

る
。
②
図１
の

CD
は
図２
の

CD
に
等
し
い
。

③
図１
の
AE
は

図２
の
弧
AE
に

等
し
い
。 

  

三
問
目
は
、図
の
よ
う
に
二
個
の
等
円
が
交
わ
り
、

菱
形
に
内
接
し
て
い

る
。
ま
た
甲
、
乙
、

丙
、
丁
円
は
等
円
に

外
接
し
菱
形
に
内
接

し
て
い
る
。甲
、乙
、

丙
、
丁
の
円
径
が
そ

れ
ぞ
れ
9
、
1
、

4
、
2.56
寸
の
と
き

に
等
円
径
を
求
め
よ
、

と
い
う
も
の
。 

    

  

四
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
大
、
中
、
小
の
円
が
外

接
し
、
内
側
に
11
個
の
円
が
隣
の
円
と
外
接
し
て
い

る
。
こ
の
と
き
黒
円
径
（
図
で
は
赤
）
を
大
、
中
、

小
円
径
で
示
せ
、
と
い
う
も
の
。 

 

こ
の
問
題
は
法
道
寺
善
の
『
観
新
考
算
変
』
所
載

の
問
題
（
内
側
の
円

が
6
個
と
な
っ
て

い
る
）
の
類
似
問
題

で
あ
る
。
法
道
寺
の

算
変
法
（
反
転
法
に

よ
く
似
て
い
る
）
を

用
い
て
解
い
て
い
ま

す
。 

  

  

な
お
、文
献(

１)

は
算

額
の
原
図
の
内
側
の

11
個
の
円
は
下
図
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

作
図
不
可
能
の
疑
問
が

あ
る
と
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
状
に
変
え
た
と
し
て

い
ま
す
。 

 

参
考
文
献 

(

１)

中
村
信
弥
『
長
野
県
現
存
算
額
集
大
成 

絵
馬 

算
額
へ

の
招
待
』（
Ｈ
Ｐ
「
和
算
の
舘
」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
） 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 
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西
多
摩
の
和
算
の
わ
ず
か
な
痕
跡 

東
京
の
西
多
摩
地
方
（
青
梅
市
・
福
生
市
・
あ
き

る
野
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・
奥
多
摩

町
・
檜
原
村
）
の
和
算
の
遺
蹟
と
い
え
ば
、
あ
き
る

野
市
の
二
宮
神
社
の
算
額
（
15
・
17
・
39
号
参
照
）

し
か
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
な
痕

跡
と
し
て
和
算
を
習
っ
た
二
人
の
記
述
を
見
つ
け
ま

し
た
。
と
も
に
期
せ
ず
し
て
長
谷
川
善
左
衛
門
の
名

前
が
出
て
来
ま
し
た
。
十
二
月
四
日
に
一
人
に
つ
い

て
は
墓
も
見
つ
け
て
き
ま
し
た
。 

 （
１
）
斎
藤
途
興(

み
ち
お
き) 

（
寛
政
十
一(
一
七
九
九)

～
慶
応
三(

一
八
六
七)

） 

 

青
梅
市
勝
沼
の
人
。家
は
累
代
乗
願
寺
村（
勝
沼
）

の
名
主
。
通
称
源
左
衛
門
、
名
は
行
敬

ゆ
き
よ
し

。
根
岸
典
則

に
古
典
和
歌
を
学
ぶ
。
号
は
琴
風
軒
、
蒼
鷹
館
。
村

政
の
か
た
わ
ら
家
塾
「
藤
泉
堂
」
を
開
き
、
村
童
、

子
弟
の
啓
蒙
に
尽
く
す
。ま
た
長
谷
川
善
左
衛
門（
関

流
）
の
和
算
に
も
長
じ
た
。
名
主
と
し
て
信
望
が
あ

り
、青
梅
寄
場
三
十
六
ヶ
村
の
大
惣
代
に
お
さ
れ
た
。 

       

 

享
年
七
十
三
。
史
家
・
斎
藤
真
指(

ま
さ
し)

は
子
。 

                

『
多
摩
の
人
物
史
』
よ
り 

 <

墓
正
面> 

里
正
斎
藤
彦
惣
藤
原
途
興
之
墓 

<

墓
背
面>

（  

」 

は
改
行
を
示
す
） 

墓
誌
」 

翁
名
源
左
衛
門
後
彦
惣

ひ
こ
ぞ
う

諱
行
敬
寛
政
七
年
生
考
諱
勝

川
妣
平
岡
氏
家
世
々
爲
里
正
及
文
政
」
天
保
領
青
梅

村
外
三
十
箇
村
總
代
名
主
克
統
民
治
頗
有
績
矣
翁
夙

好
國
風
學
根
岸
典
則
號
」
琴
風
軒
途
興
脱
年
専
交
斯

道
明
治
二
年
一
月
三
日
歿
年
七
十
一
葬
以
神
袛
之
禮

從
是
先
牌
」
諡
曰
源
體
院
信
阿
彌
一
道
居
士
焉
配
吉

野
氏
麻
知
子
也
」 

        

昭
和
十
一
年
秋
九
月   

孫 

宗
志
郎
謹
誌 

 
（
２
）
石
川
次
郎
左
衛
門
虎
央
（
安
永
二
年(

一
七
七

三)

～
嘉
永
七
年(

一
八
五
四)

） 

 

西
多
摩
郡
五
日
市
出
身
。
安
永
二
年
八
月
誕
生
。

始
長
兵
衛
ト
称
ス
。
実
父
土
屋
某
、
養
父
石
川
次
郎

左
衛
門
利
恭
、
年
月
詳
ナ
ラ
ズ
。
入
テ
石
川
氏
ヲ
相

続
シ
、
父
ニ
襲
テ
本
村
里
正
タ
リ
。
性
淡
泊
ニ
シ
テ

吏
務
ヲ
格
勤
ス
。
長
谷
川
善
左
衛
門
某
カ
門
ニ
入
テ

分
見
測
量
製
地
図
ノ
技
ニ
精
シ
ク
五
幾
七
道
各
国
ノ

図
ヲ
集
ム
ル
コ
ト
五
十
余
国
ニ
及
ヒ
、
且
、
文
政
九

年
干
支
○マ

マ

月
ノ
頃
ヨ
リ
本
村
一
ト
壹
間
ノ
図
ヲ
製

ス
。
所
見
今
次
ヲ
推
知
ス
ル
ノ
識
量
ア
ル
カ
如
シ
。

曾
テ
仙
台
ノ
林
子
平
、
下
野
ノ
蒲
生
君
平
等
為
人
ヲ

俽
慕
ス
。
當
時
ニ
於
亦
一
奇
人
ト
称
ス
ベ
シ
。
嘉
永

七
年
蔓
延
元
年
ナ
リ
庚
申
十
一
月
二
十
三
日
歿
ス
。

享
年
七
十
九
歳
。
乗
道
院
観
密
虎
央
居
士
ト
謚
シ
、

本
村
寶
泉
寺
先
瑩
ノ
地
ニ
葬
ル
。
郡
吏
石
川
保
助
カ

祖
父
ナ
リ 

   
 
 
 

『
青
梅
市
史
史
料
集
第
二
十
一
号 

皇
国
地

誌
・
西
多
摩
郡
村
誌(

二)

』
よ
り 

 

(

注)

分
見
＝
縮
尺
を
定
め
て
地
図
を
作
製
す
る
こ
と 

     
 

寶
泉
寺
＝
あ
き
る
野
市
引
田
６
８
１ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

信
州
善
光
寺
近
辺
の
算
額
見
学
を
四
回
に
渡
っ

て
書
い
て
き
ま
し
た
が
問
文
を
理
解
す
る
程
度
で
、

解
く
こ
と
ま
で
行
わ
な
か
っ
た
の
は
残
念
と
い
う
か

力
不
足
で
す
。
が
、
一
先
ず
終
わ
り
と
し
ま
す
。
今

年
は
60
号
か
ら
だ
っ
た
の
で
進
捗
は
悪
く
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
ら
れ
る
か
少
し
心
配
で
す
。 

三
日
に
秩
父
の
横
瀬
町
の
日
向
山(

633
㍍)

に
独
り

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
熊
に
注
意
の
看
板
が
幾
つ
か

あ
り
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
で

し
た
が
、
好
天
に
落
葉
を
踏

み
し
め
て
歩
く
の
は
気
持
良

い
も
の
で
し
た
。
帰
り
に
秩

父
夜
祭
り
の
「
昼
間
」
を
少

し
見
学
。こ
れ
も
良
か
っ
た
。

こ
の
程
度
の
幸
せ
が
丁
度
良

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

斎藤途興之墓 
（昭和 11年に建てられた 

墓。青梅市勝沼乗願寺） 

秩父神社境内で控中の山車 


